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1. はじめに 
近年、ホームネットワークにおける LAN 接続

機能は PC に限らず、さまざまな周辺機器や家電

へ広がりを示している。これらの機器において

は、UPnP[1]に準拠したものがあり、ネットワー

ク上での複数の機器間での利用を容易にしてい

る。 

一方、白物家電の制御を目的として、開発さ

れた SCP[2]と呼ばれるプロトコルがある。これ

は、照明器具や白物家電のように処理能力が低

い機器でも通信機能を利用することを目的とし、

UPnP のデバイスモデルをベースに開発された非

IP プロトコルである。また、SCP は電力線を媒

介することを前提としているので、家庭内に新

たにケーブルを敷く必要がなく設置コストを低

く抑えることができる。さらに、UPnP ネットワ

ークと SCP ネットワークの間を仲介する手段と

して UPnP/SCP ブリッジがある。この UPnP/SCP

ブリッジにより、UPnP ネットワーク側から SCP

ネットワーク機器を制御することが可能なため、

家庭内のあらゆる機器を一元管理することが現

実のものとなりつつある。 

本稿では、まず、UPnP/SCP ブリッジを含む現

行のホームネットワークシステムの概要につい

て解説したうえで、SCP 機器を UPnP 側から処理

する際に必要なユーザインタフェースのデータ

であるプレゼンテーションを自動生成する方式

について提案を行う。 

 

2. ホームネットワークシステムの概要 
ホームネットワークシステムの構成を図 1 に

示す。SCP ネットワーク上の機器には、SCP を組

み込んだ電力線通信 LSI が搭載されており、機

器間で電力線を媒介として制御コマンドや状態

変化イベントを送受信する。一方、UPnP ネット

ワーク上では LAN 接続機能を持つ PC やデジタル

AV 機器などが接続され、ネットワーク上での相

互利用を可能にしている。 

 

 

 

そして、2 つの異なるネットワークの間には、

LAN 接続機能と電力線接続機能を備えたゲートウ

ェイ装置が接続される。そのゲートウェイ上で

は、 UPnP/SCP ブリッジが動作しており、

UPnP/SCP ブリッジは SCP ネットワーク上で検出

した SCP 機器からそのサービス情報を取得し、

その SCP 機器の代理となる仮想の UPnP 機器を

UPnP ネットワーク上に出現させる機能を持つ。 

UPnP ネットワーク上で、仮想の UPnP 機器(実

際には SCP ネットワーク上の SCP 機器)にたいし

て制御コマンドが送信されると、その制御コマ

ンドを UPnP/SCP ブリッジが仲介して SCP ネット

ワーク上の対象となる SCP 機器へ向けて送信す

る。この制御コマンドを受けた SCP 機器はそれ

に従った処理を実行する。逆に、SCP 機器から状

態変化イベントが発行されると、そのイベント

を UPnP/SCP ブリッジが仲介して UPnP ネットワ

ーク上へ送信する。 

 
<図 1. ホームネットワークシステムの構成> 

 

3. 現状の UPnP/SCP ブリッジにおける課題 
ここで、現状の UPnP/SCP ブリッジにおける問

題点をあげる。UPnP ネットワークでは、例えば

PC のような機器から UPnP 機器の制御を行う場合、

その PC 上で UPnP 機器からプレゼンテーション

と呼ばれるユーザインタフェース情報を取得し、

PC の画面上でそれを表示する。ユーザは、この

ユーザインタフェース画面上でその機器の制御

操作あるいは状態参照を行う仕組みとなってい

る。このプレゼンテーションは HTML 形式になっ

ており、PC 上では HTML 表示可能なブラウザ上で
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操作や参照を行うことができる。しかし、通常、

SCP ネットワーク内ではプレゼンテーションは使

われないため、SCP ネットワーク内での利用しか

想定されないような機器の場合にはプレゼンテ

ーションが実装されない場合がある。また、LAN

を媒介とする UPnP ネットワークが 10～100Mbps

と高速であるのにたいして、SCP ネットワークは

リソース省力化と低コスト化のために 7.5Kbps

と低速であり、両者間では大きな速度差がある。

UPnP/SCP ブリッジが SCP 機器を検出するときに

は初回だけサービス情報とともにプレゼンテー

ションを SCP 機器から同時に取得するが、この

とき、SCP ネットワークでの通信速度が低速であ

るために必要なデータの取得完了までに多くの

時間を必要とする問題がある。 

 

4. プレゼンテーション生成方式の提案 
 UPnP/SCP ブリッジが SCP 機器から得たサービ
ス情報をもとに、SCP 機器のユーザインタフェー

スであるプレゼンテーションを自動生成する方

式について提案する。具体的には、SCP 機器のサ

ービス情報には、機器の制御コマンドであるア

クション情報、状態変化を通知するイベント情

報の定義が含まれているので、それを利用する

ことを考える。UPnP/SCP ブリッジは、SCP 機器

から取得したサービス情報を解析して、アクシ

ョン情報とイベント情報を分別する。さらに、

それぞれの情報ではデータ型やデータレンジが

定義されているため、それらの情報からユーザ

インタフェースのパターンを細かく振り分ける

ことが可能である。例として、図 2にアクショ

ンの定義を示す。 

 
図 2. SCP 機器のサービス情報の例 

 

アクション情報であれば、プレゼンテーショ

ンにはボタンを割り当てるものとする。図 2の

例のようにアクションが関連するイベントの型

が BOOL 型であれば Oか 1 かの 2通りしか持たな

いため、2択の動作をするボタンを割り当てられ

る。アクションに関連づけられたイベントが整

数型でデータ範囲が 3つある場合は、プレゼン

テーションには 3択のボタンを割り当てればよ

い。一方、イベント情報の場合は、その値を参

照するのが目的であるから、SCP 機器から送信さ

れるイベントの値を表示すればよい。図 2で示

した定義例から自動生成されたプレゼンテーシ

ョンは図 3のようになる。 

 
図 3. 自動生成されたプレゼンテーション例 

 

このように、SCP 機器から得たサービス情報か

ら、プレゼンテーションを自動生成することが

可能である。また、自動生成したプレゼンテー

ションの編集/選択機能を備えることで、表示さ

れる名前を分かりやすく変更したり、ユーザに

必要な情報だけを選択して表示できるようにす

ることも有効な手段であると考えられる。この

方式によれば、UPnP/SCP ブリッジが SCP 機器か

らプレゼンテーションを取得する必要がなくな

り、処理速度の大幅な向上が期待できる。また、

リソースの少ない SCP 機器にとっては、プレゼ

ンテーションを組み込む必要がなくなり、その

データ量の削減による内蔵メモリ容量の削減、

しいてはコスト削減といった効果が期待できる。 

 

5. おわりに 
本稿では、UPnP/SCP ブリッジを有するホーム

ネットワークシステムにおいて、SCP 機器のプレ

ゼンテーションを UPnP/SCP ブリッジが自動生成

する方式について提案した。今後は、SCP 機器が

もつサービス情報の解析処理やユーザインタフ

ェースのパターン化など詳細に渡って仕様を決

定し、さらなる効率化について検討を進める。 
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アクション 1 

名前：SetPower 

関連イベント：Power 

イベント 1 

名前：Power 

データ型：BOOL 型 

データ範囲： 

最小値/0, 最大値/1 

SetPower 

  0 Power: 
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